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京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
2
0
2
0

年
へ
向
け「
財
政
再
建
」が
ス
タ
ー
ト

し
た
。そ
れ
は
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
抑
え
込

む
作
業
で
も
あ
る
。新
年
度
か
ら
5
年
に
渡
る

マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
は
ど
う
展
開
さ
れ
る
の
か
。

「
ワ
ニ
の
口
」を
半
開
き
に

　

社
会
保
障
関
係
費
を
主
に「
歳
出
」は
上
昇

を
続
け
、逆
に
税
収
な
ど
の「
歳
入
」は
下
降
傾

向
を
た
ど
っ
た
。大
き
く
開
い
た
通
称「
ワ
ニ

の
口
」を
赤
字
国
債
で
埋
め
続
け
、借
金
は
史

上
空
前
の
1
0
0
0
兆
円
を
超
え
た（
図
参

照
）。

　

16
年
度
の
予
算
編
成
と
同
時
に「
経
済
・
財

政
再
生
計
画
」が
始
ま
り
、20
年
度
に
は「
基
礎

的
財
政
収
支
」（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）の

黒
字
化
を
目
指
す
。5
年
が
か
り
で
赤
字
国
債

の
発
行
な
し
に
税
収
な
ど
で「
一
般
歳
出
」（
政

策
的
経
費
）や
地
方
交
付
税
交
付
金
を
賄
え
る

か
ど
う
か
。し
か
も
、国
債
の
利
払
い
分
の
返

済
に
は
届
か
な
い
。

　
「
ワ
ニ
の
口
」を
い
わ
ば
半
開
き
に
す
る“
甘

い
目
標
”だ
が
、そ
れ
で
も
達
成
へ
赤
信
号
が

点
滅
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
、消
費
税
率
10
％
へ
の
ア
ッ
プ

時
の
軽
減
税
率
導
入
を
決
め
、そ
れ
以
上
の
税

率
ア
ッ
プ
も
封
印
し
た
。さ
ら
に
法
人
税
は
引

き
下
げ
、景
気
回
復
で
税
収
を
伸
ば
す「
上
げ

潮
」派
に
徹
し
始
め
た
。

　

確
か
に
15
年
度
の
税
収
は
見
込
み
よ
り
1
・

6
兆
円
以
上
も
増
え
56
兆
円
台
に
乗
っ
た
。た

だ
し
、内
閣
府
の
試
算
で
は
実
質
2
％
の
経
済

成
長
率
で
20
年
に
は
約
70
兆
円
の
税
収
を
見

込
む（
経
済
再
生
ケ
ー
ス
）。

　

ち
な
み
に
赤
字
国
債
か
ら
脱
却
し
た
90
年

度
の
税
収
で
さ
え
約
58
兆
円
。こ
の
バ
ブ
ル
景

気
に
沸
く
時
代
を
は
る
か
に
上
回
る
目
標
達

成
は
至
難
の
業
だ
。

　

や
は
り「
ワ
ニ
の
口
」の
下
あ
ご（
歳
入
）を

引
き
上
げ
つ
つ
、上
あ
ご（
歳
出
）の
引
き
下
げ

策
が
焦
点
に
な
る
。

“
じ
ゅ
う
た
ん
爆
撃
”の

様
相

　

社
会
保
障
関
係
費（
国
費
分
）は
、13
〜
15
年

度
の
3
年
間
で
計
1
・
5
兆
円
の
伸
び
だ
っ
た
。

政
府
は
、こ
れ
を
高
齢
化
に
伴
う
必
然
的
な「
自

然
増
」と
認
め
、今
後
も
年
平
均
5
0
0
0
億

円
増
に
止
め
る
方
針（
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
よ

る
充
実
分
を
除
く
）。

東

「東京五輪」へ
もうひとつのマラソン

財政再建と社会保障



41 健康保険■ 2016.1

債務残高の国際比較（対GDP比）
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16
年
度
予
算
案
で
は
概
算
要
求
6
7
0
0

億
円
を
、診
療
報
酬
改
定
の
薬
価
切
り
下
げ

1
5
0
0
億
円
を
軸
に
計
1
7
0
0
億
円
削

り
込
む
。緩
や
か
な
抑
制
に
も
み
え
る
が
、国

費
分
は
社
会
保
障
給
付
費
の
3
割
相
当
で
、医

療
・
介
護
・
福
祉
等
は
、1
7
0
0
億
円
の
3

倍
強
、5
6
0
0
億
円
規
模
の
抑
え
込
み
に

な
る
。

　

こ
の
先
、消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
予

定
の
17
年
度
は
軽
減
税
率
導
入
に
伴
う
1
兆

円
規
模
の
税
収
減
を
ど
う
手
当
て
す
る
か
、薬

価
に
代
わ
る
削
減
対
象
を
ど
こ
に
見
い
だ
す

の
か
。

　

や
は
り
標
的
は
、歳
出
の
3
割
強（
15
年
度
）

に
達
し
た
社
会
保
障
関
係
費
に
集
中
す
る
。既

に「
骨
太
方
針
2
0
1
5
」は
、社
会
保
障
で

44
項
目
も
の
改
革
・
改
善
を
掲
げ
、20
年
度
ま

で
の
改
革
行
程
も
定
め
た
。

原
則
ま
で
ゆ
が
め
る
怖
れ

　

そ
の「
骨
太
方
針
2
0
1
5
」や
、増
税
を

完
全
否
定
さ
れ
た
財
務
省
の
予
算
査
定
は
、な

り
ふ
り
構
わ
な
い
抑
制
・
削
減
策
に
走
ろ
う
と

し
て
い
る
。

　

病
院
や
診
療
所
を
訪
れ
る
た
び

に
一
律
定
額
の
自
己
負
担
を
別
途

徴
収
す
る「
保
険
免
責
制
」は
財
政

的
に
は
即
時
効
果
は
あ
る
。だ
が
、

か
か
り
つ
け
医
を
普
及
し
、高
齢
者

を
中
心
に
1
カ
月
い
く
ら
の
包
括

報
酬
を
導
入
し
て
い
く
長
期
戦
略

を
阻
害
す
る
だ
ろ
う
。

　

難
病
患
者
等
を
除
い
て
全
病
床

で
光
熱
水
道
費
の
自
己
負
担
を
求

め
る
、と
い
う
。終
の
住
み
家
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
ホ
テ
ル
コ

ス
ト
を
求
め
る
の
は
、在
宅
の
要
介

護
者
と
の
公
平
性
か
ら
納
得
で
き

る
が
、緊
急
避
難
の
入
院
患
者
か
ら
ホ
テ
ル
コ

ス
ト
の
一
部
を
取
っ
て
よ
い
の
か
。実
効
性
の

面
で
も
疑
問
が
あ
る
。精
神
科
病
棟
の
長
期
入

院
者
の
多
く
は
生
活
保
護
を
受
け
て
お
り
、公

費
で
光
熱
水
道
費
を
払
う
矛
盾
に
陥
る
。

　

生
活
習
慣
病
を
克
服
し
た
人
び
と
に
は「
保

険
料
の
傾
斜
設
定
」を
お
こ
な
え
、と
い
う
。逆

に
難
病
や
急
病
で
医
療
費
の
高
い
人
び
と
の

保
険
料
は
引
き
上
げ
る
の
か
。個
々
人
の
リ
ス

ク
に
応
じ
保
険
料
を
設
け
る
民
間
保
険
の
ル
ー

ル
を
社
会
保
険
に
持
ち
込
む
の
に
等
し
い
。

　

高
所
得
者
の
年
金
か
ら
国
庫
補
助
分
を
差

し
引
け
、と
も
い
う
。保
険
料
納
付
に
見
合
う

給
付
に
、そ
ん
な
仕
打
ち
は
適
切
か
。公
的
年

金
控
除
の
縮
小
・
応
分
の
納
税
で
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

過
度
の
締
め
付
け
は
社
会
保
障
の
原
理
・
原

則
を
ゆ
が
め
る
怖
れ
が
強
い
。根
本
的
に
は「
中

福
祉
・
低
負
担
」（
財
政
制
度
等
審
議
会
・
報
告

書
）の
矛
盾
解
消
に
取
り
組
む
ほ
か
な
い
の
だ

が
、こ
の「
財
政
再
建
」派
と
経
済
成
長
最
優
先

の「
上
げ
潮
」派
と
の
競
り
合
い
は
な
お
続
く

だ
ろ
う
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。厚
生
労
働

省「
社
会
保
障
審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。


